
総合的な自転車利用環境の整備

　今後の自転車の利用環境整備の考え方

　　　自転車は環境に優しい交通手段として注目され、自動車に替わる交通手段として利用の促進が

　　考えられるが、一方で駅周辺等における放置自転車や自転車交通事故が課題となっている。

　　このような状況を踏まえ、自転車等駐車場等の整備、自転車走行空間の検討、自転車利用者の

　　マナー向上等に向けて、市、関係機関、鉄道事業者、商業者、市民等の連携と共通の認識を持ち、

　　それぞれの役割を明確にしながら総合的に自転車利用の環境整備に努め、安全で快適なまちづく

　　りを目指す。

１ 自転車等駐車場の整備促進等

・ 自転車乗り入れ台数及び今後の予想を考慮した自転車等駐車場の整備

平面自転車等駐車場の立体化、自転車ラックの改善、新規自転車等駐車場の整備の推進

・ 利用率が低い自転車等駐車場の利用率向上

自転車等駐車場の改良、誘導員の配置

・ 自転車等駐車場の補修・維持管理

・ 再開発における自転車等駐車場の整備調整

・ 新たな整備手法の導入

２ 自転車等放置禁止区域指定の拡大

・ 駅周辺の地域の自転車等駐車場の整備にあわせて、自転車等放置禁止区域の指定を拡大する

３ 放置自転車の撤去

・ 放置自転車の撤去の重点化や戦略的な取組

４ 自転車放置防止員による指導

・ 自転車放置防止員の配置の検討

・ 市民（ボランティア）・企業・行政が一体となった取組みの推進

５ 啓発活動

・自転車利用に関する交通安全活動の推進

・自転車利用者のモラル・マナーの向上に向けて、行政だけでなく、教育現場や地域・企業など

多様な主体での啓発活動の推進

・既存商業施設等への駐輪対策の啓発

６ 保管場所の整備促進等

・ 保管場所の収容率が、全市平均で８０％を超え、放置自転車等の撤去活動が制限されている

　 ことから、新規保管場所の検討

・ 保管場所の半数を占有している引き取り人の来ない自転車の保管・処分方法等の検討

新しい取り組み

従来からの施策の強化

１　附置義務条例の制定の検討
　

・ 商業施設、銀行等の自転車等の駐輪需要を生じさせる施設を新築、又は増築する際に自転

　 車等駐車場の設置を義務付ける条例の制定

２　 自転車等駐車場の料金格差による利用率の向上の検討

・ 利用率が低い自転車等駐車場の利用率の向上を計り、地区の放置自転車削減を目的とし

て、自転車等駐車場の料金格差の実施

市民生活に定着

神奈川県では２人に１台の
割合で自転車を所有
〈定着の要因〉
・自転車が比較的安価で入
　手できる
・手軽に使える
・運賃が要らない

環境にやさしい

・交通渋滞がない
・騒音がない
・排気ガスや二酸化炭素を
　排出しない

・自自動車に替わる交通手段
　として注目

安全性・景観面への悪影響

・放置自転車
・自転車交通事故
・自転車利用者のマナー
　低下

自 転 車 利 用 環 境 整 備 の 必 要 性



出典：川崎市内鉄道駅周辺における放置自転車等実態調査（平成１５年度）
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川崎市の自転車の現状

出典：川崎市内鉄道駅周辺における放置自転車等実態調査

川崎市内の駅周辺自転車利用台数及び自転車等駐車場収容台数の推移
（平成１０年から平成１５年）

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

80000

Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５

台
数

自転車利用台数
駐輪場収容台数

 
                 市内５８駅周辺 放置自転車等実態調査結果   （平成１５年度）

  駅周辺自転車等駐車場
        ４９駅１４５ヵ所
        収容台数 ５３，８３８台

  駅週辺自転車利用台数
          ７３，３９３台    （ 自転車６３，８０３台    バイク９，５９０台）
   自転車等駐車場利用台数
　　　　   ５２，６４２台   （ 自転車４５，４５５台    バイク７，１８７台）
   放置自転車等台数
　　       ２０，７５１台   （ 自転車１８，３４８台    バイク２，４０３台）

  自転車等放置禁止区域    ２９駅周辺

  放置自転車等ワースト５

　　　　　　　　　　　　　　　　　放 置 台 数
       １位 　溝口駅周辺　　　   ２，８８６台
       ２位 　川崎駅周辺　　　   ２，７４６台
       ３位 　武蔵新城駅周辺　   ２，０５６台
       ４位 　元住吉駅周辺　　   ２，００３台
       ５位　 武蔵小杉駅周辺　   １，３０４台
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自転車等駐車場と放置自転車の状況写真

多摩区内
向ヶ丘遊園駅北口自転車等駐車場

中原区内向河原駅前の放置自転車 多摩区登戸新町地内
登戸第１公園前の
歩道を占拠している放置自転車

中原区武蔵小杉駅周辺に、乱雑に置かれている放置自転車



出典：川崎市内鉄道駅周辺における放置自転車等実態調査（平成１５年度）

駅周辺放置自転車状況による対応

Ｂ型  駐輪場不足・低利用型
Ｃ型  駐輪場余裕・低利用型
Ｄ型  駐輪場余裕・高利用型
Ｅ型  一時利用型

◎ 重点的に対応すべき事項   ○  対応すべき事項
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商業者による設置
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自転車等駐車場の整備 放置自転車の撤去 自転車等駐車場への誘導 自転車等駐車場の改善

◎

啓発
Ａ型  駐輪場不足・高利用型 ◎ ○ ◎
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武蔵小杉駅　　　　向ヶ丘遊園駅　　　　武蔵新城駅

【Ｃ型】　駐輪場余裕・低利用型
　　自転車利用者以上の収容台数があるが、利用率が低い地域
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鹿島田駅　　　　　　武蔵中原駅　　　　　JR稲田堤駅

【Ｄ型】　駐輪場余裕・高利用型
　　自転車利用者以上の収容台数があり、放置がほとんどない地域

宮前平駅　　　　　　　中野島駅

駅周辺放置自転車の状況と対応
　
放置自転車の状況は駅によって異なり、必要な対応も異なってくる。

【Ａ型】　駐輪場不足・高利用型
       収容可能台数以上の自転車利用者がいて、利用率が高い地域
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　【Ｅ型】一時利用型
　　　　買い物等による一時利用
　

【Ｂ型】　駐輪場不足・低利用型
　　収容可能台数以上の自転車利用者がいるが、利用率が低い地域


